








囲 菅 館 雑 韓 Vol．100，No．8 戯  
特集★変わり剛こある図書館  
『これからの図書館像』がめざすもの  






報告書の特徴一社会の変化に応える改革   
報告書の特徴として次の6点がある。   
第一に，地方公共団体の職員・議員，図書館の  
職員，地域の住民，地域の機関・団体の人々に図  
書館の利用と改革を呼びか仇 開かれた論議の場  
を創り出すことをめざしている。   
第二に，変化する社会の動きをもとに図書館の  
役割を位置付けている。地域社会は，地方分権，  
国際化，財政困艶 少子高齢化など，人々は，子  
育て，学力，就職，年金，健康，介護など，さま  






館の役割乱 読書のための資料を提供することと  
このような課題の解決に役立つ資料と情報を提供  

















く。   
この報告書は，2001年の「公立図書館の設置及  
び運営上の望ましい基準」の発表以後の社会や制  







の中でも画期的なものと思われる。   
1．報告書の背景と特徴   
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2．これからの図書館   
これからの図書館のあり方   
これからの図書館には次のようなサービスと運  
営が求められる。  
①これまでの図書館は本が中心だったが，雑誌・   
新聞記事，インターネット上の電子情報，地域   
のチラシ・パンフレット等の多様な資料を提供   
し，関係機関と連携して各種の講座やセミナー   
を行う。特に，地域の課題解決には雑誌・新聞   
記事の提供が必要である。  
②そのため，利用者の質問に応えて回答を提供す   
るレファレンスサービスを充実する。レファレ   
ンスデスクを設置し，専門職員を配置する。ま   
た，IT技術を十二分に駆使して，データベース   
の検索，ホームページの作成などによる情報の   
発信を行う。雑誌・新聞記事を提供するにはレ   
ファレンスサービスが必要であり，それにはイ   
ンターネットを利用したデータベースの検索が   
必要である。  
③レファレンスサービスやIT技術を基礎とし   
て，行政支援，学校教育支援，子育て支援，ビ   
ジネス支援など，地域のさまざまな課題解決の   
ための，地域のさまざまな人々の要求に応える   
ためのサービスを具体的・体系的に展開する。  
④そのためには，図書館だけで活動するのではな   
く，地域の行政機関や民間団体と連携し，お互   
いの資源とノウハウを活用して，資料収集，講   
座の開催，広報などを行う。  
⑤効率的な経営を行うために，地域の関係機関と   
連携するとともに，図書館専門職農を効率的に   
配置し，図書館職員の図書館改革に対する意識   





















つ0   
これからの図書館は，このようなサービスを行  
うことによって，豊かな地域社会の創造に貢献す  
ることができる。   



































3．図書館改革の方法と意味   






































すべての図書館で改革の取り組みを   
残念ながら，日本では，多くの国民は，まだ図  
注  
1）文部科学省のホームページで公開されている（http：／／   
www．mext．go．jp／Lmenu／houdou／18／04／06032701．htm）。  
2）「社説 図書館 地域の情報拠点にも活用したい」r読売新   
聞』2006年5月17日3面．  
（みない ひでき：筑波大学大学院図書館情報メディア研究科）  
［NDC9：016．飢 BSH：図書館（公共）］   
